
 

 

 

 

 

 

共生社会の実現に向けた取組 ～ボランティア隊による募金活動～ 

 朝会で全校児童に呼びかけました。『やってもやらなくてもいいボランティア隊を募集し

ます』と…。すると、１３０名の児童が手を挙げて参加の意思表示をしてくれました。この

ボランティア隊は、やるかやらないかの選択権が自分のこころの中にあります。自ら考え判

断し、決定して行動する『主体性』の育成を目指す教育方針を体現した取組です。 

そして、子どもたちに考えさせる力を身に付けさせるため、具体的な指示は意識的に出し

ませんでした。子どもたちは、自分で考えたり、誰かに相談したりして募金活動に必要な募

金箱やチラシを作ってきました。その創造性に感動しました。私たち教師の経験則からでは

生み出せない子どもたちの可能性を痛感しました。 

とかく、私たち大人は、『転ばぬ先の杖』を差し出し、子どもたちに失敗する経験や自由

に考える経験を奪い、子どもたちの秘めた可能性を摘んでしまっていると思いませんか。子

どもたちに『任せる』ということは、勇気のいる決断なのかもしれません。 

しかし、任された子どもたちは、学年や年齢、経験に関係なく、すごい力を発揮するもの

です。今回の募金活動を通して、そんなことを子どもたちから私は大いに学びました。 
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校外募金活動の様子が中日新聞に掲載されました！ 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア隊の活躍の様子 ～校内・外における募金活動～ 

私たちのこころが… 募金という姿に変わって 

石川県の復興に役立つ！ 

相手の立場になって 

『行いで示す』証 

自分事として考え 

損得勘定ではなく、日本人としての『誇り』となる活動に感激！ 


